
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市漁協への不適正な支出 

返還に応じない北口和皇議員 
11月 2日に、北口議員に誠意ある説明を求める文書を再度発送 

 熊本市は、北口和皇議員に対し、外部監査で指摘された熊本市漁協へ

の不適正な支出（122 万 4,022 円）の返還を求めていました。しかし、北

口議員が返還にも、責任ある説明にも応じないため、11 月 12 日に開か

れた議会運営委員会に、3 回目の誠意ある説明を求める文書を発送した

ことが報告されました。 

【これまでの経過】 

・2017 年 11 月 24 日 熊本市漁協への不適正な支出の返還を

求める通知書（請求書）を北口議員へ内容証明郵便で送付 

・2017年 12月 13日～2018年 1月 15日に、3回の督促 

・2018 年 3 月 6 日に、熊本市漁協代理人弁護士より「市の支払

要求に応じることはできない」とする通知書を受領 

・2018 年 4 月 27 日、市に与えた損害等について説明責任を果

たすよう求める文書を北口議員に送付。その後、第 2回目の説明

を求める文書を 8月 24日に送付。8月 31日付で回答書が来た

ものの、熊本市の求める回答書とはなっていなかった。 

・11月 2日に第 3回目の説明を求める文書を北口議員へ送付。 

 

☆今回の議会は、日本共産党市議団の一般質問はありません。 

 取り上げてほしい問題は、委員会等で発言いたします。 

 お寄せください。 

 
 

【
控
室
か
ら
】 

 

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
野 

み
え
こ 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
年
１
回
程
度
の
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。 

毎
回
、
１
０
０
０
通
程
度
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
す
。
い

た
だ
い
た
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
は
、
市
議
会
だ
よ

り
で
も
紹
介
し
な
が
ら
、
率
直
な
ご
意
見
と
し
て
、
議
会
の
発

言
に
も
反
映
し
て
き
ま
し
た
。
住
民
の
意
見
を
市
政
に
届
け

る
議
員
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
お
し
て
伺
っ
て
い
く
こ
と
は
何
よ
り
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

１
０
月
に
、「
さ
く
ら
カ
ー
ド
を
よ
く
す
る
会
」
に
よ
る
市

へ
の
要
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
に
市
民
の
声
を
聞
い
て

ほ
し
い
と
の
申
し
入
れ
で
し
た
が
、
大
西
市
長
は
会
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
参
加
者
か
ら
「
市
政
だ
よ
り
に
は
〝

気
軽
に
市
長
に
会
え
る
〟
と
書
い
て
あ
る
の
に
、
私
た
ち
は

な
か
な
か
会
っ
て
も
ら
え
な
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

し
か
も
昨
年
、
市
長
室
の
前
に
は
電
子
錠
の
つ
い
た
ド
ア

が
取
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
前
に
は
守
衛
が
立
ち
、
中
に
入
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
長
室
の
様
子
を
伺
う
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
、
市
民
の
率
直
な
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
市
民
へ
の
間
口
を
広
く
開
け
、
積
極
的

に
、
そ
し
て
真
摯
に
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
こ
そ
、

市
長
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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2018年第４回定例会の日程が決まりました 
【日程】 

  12 月 11 日（火） 開会（本会議）            

13～18 日   一般質問 

   19 日～   委員会・ 予算決算委員会分科会 

（請願・陳情の趣旨説明）        

25 日（火） 予算決算委員会・締めくくり質疑     

27 日（木） 閉会（質疑、討論、表決）      

 ＊請願提出締め切りは、12月 11日（火）午後 5 時まで      

 ＊陳情提出締め切りは、12月 14日（金）午後 5 時まで 

 

 

 

 

 北口議員は、2017 年 11 月の不当要求に係る特別委員会で、「外部

監査の指摘を重く受け止めている」「うなぎについて問題があると言

われれば、返すことも視野に入れ検討したいと思っている」と発言し

ていましたが、それに対する誠意ある対応は一切なされていません。 



 

8906 8362 7641 7102 6600 6196 5857

仮設住宅入居戸数

期間満了対象世帯 延長が認められた世帯 仮設を退去した世帯

5838 3197 2638

日本共産党 市議会だより 2018年 11月 18日号 

 「入居延長を希望したが

条件に合わないために延

長できなかった」「条件を

みてあきらめた。延長希望

も申請しなかった」など、

少なくない被災者が、仮設

入居延長をあきらめざる

を得ない状況が生まれて

います。 

右の表は、みなし仮設住

宅の退去者のうち、その後

の入居先を示した表です。

約半数が、民間の賃貸住宅

に入居していますが、入居

延長が認められてなかっ

た A さんは、「みなし仮設

の入居費用（上限６万円）

となっていたために、延長打ち

切り後に６万円近くの家賃負

担が発生している。安い家賃の

住宅を探しているが、通院など

もあり希望の地域に物件が見

つからない。これからの生活が

不安」との思いを募らせていま

す。 

 

 熊本地震から、２

年１０カ月が過ぎま

した。復興に向けた

取り組みが進められ

てはいますが、地震

から２年半たった９

月末時点で、仮設住

宅に入居されている

世帯は５８５７世帯

となっており、生活

再建・住宅再建を果

たせていない被災者

が多く残されていま

す。 

 そのうち入居延長を希望した

世帯は、２１２世帯 

 

仮設住宅の入居期限は２年と

なっており、今年４月以降に期

間満了を迎えた世帯は５８３８

世帯に上っています。 

東日本大震災では、仮設の入

居延長は無条件で認められてい

た一方で、熊本地震では８つの

条件に適応する世帯に限られた

 また、４月以降、２年の入居期限を迎

え、入居延長を希望しながらも仮設住宅

を退去せざるを得ない世帯が２１２世帯

に上っています。 

ため、入居延長を希望しながらも

退去せざるを得ない被災者が生

まれています。 

住まいの再建は、震災からの復

興の最も重要な課題です。仮設入

居期限２年を迎え、条件に合わな

いからと仮設からの締め出しを

行うべきではありません。 

Aさんのように、高い家賃負担

で今後の生活に不安を抱いてい

る方、また就学中の子どもがいる

保護者からは、「子どもの通う

校区のなかで物件がなかなか

みつからない」といった声も上

がっています。 

大西市長は、被災者の実態に

目を向け、住宅再建と合わせ安

心した生活が送れるよう必要

な支援を行うべきです。 

 


